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年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局長より通知がありましたのでお知

らせします。
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公益社団法人日本動物用医薬品協会理事長殿

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化にっいて

このことについて、別添のとおり各都道府県知事宛てに通知いたしましたので、御了知

の上、円滑な防疫対策の実施につき御協力方お願いいたします。

また、貴職におかれましては、家畜防疫の重要性を十分に御理解の上、傘下会員各位等

に対し周知されますとともに、適切な対応がなされるよう御指導方よろしくぉ願いいたし

ます。
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平成25年12月11日
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都道府県知事殿

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について

口蹄疫に係る防疫対策については、これまで、口蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫

指針(平成23年10月1日農林水産大臣公表。以下・「防疫指針」という。)及び「年末

.年始及び春節におけ.る口蹄疫に関する防疫対策の強化について」(平成24年12月7

日付け24消安第4098号農林水産省消費・安全局長通知)により飼養衛生管理基準の遵

守状況の調査や畜産関係者等ヘの注意喚起の徹底等を実施いただくようぉ願いしてき

たところです。

我が国での口蹄疫の発生は平成22年8月以降確認されておりません。しかしながら、

ロシアや中国をはじめとした我が国の近隣諸国においては、引き続き発生が認められ

ており、特に、平成22年年1,月以降近隣諸国で発生が確認されていなかった口蹄疫(A

型)が、本年2月に広東省の豚農場での発生以降頻発し、発生地域を拡大しているこ

と力,、ら、我が国ヘの口蹄疫ウィルスの侵入りスクは以前よザも高い状況に・あると考え

られます。・

また、アフり力豚コレラについては、これまで我が国での発生は確認されていませ

んが、2006年以降、コーカサス地方及びその周辺で発生が続いており、今後も拡大す

ることが懸念されて.います。

これから年末・年始及び春節を迎えるに当たり、アジア地域における人.・物の移動

が盛んになり、また、,来年2月にはロシアのソチで冬季オy ンピックが開催され海外

渡航者が増加することが見込まれることから、これらの地域で発生が確認されている

口蹄疫やアフり力豚コレラのウィルスが我が国ヘ侵入するおそれもあり、十分に注意

することが必要です。

つきましては、'より一層の口蹄疫等に関する情報の共有に努めイ改めて畜産関係者

等の危機意識を高めるとともに、我が国における口蹄疫等の発生を未然に防ぐため、

特に下記の事項に留意の上、口蹄疫等の発生予防措置の徹底及び監視体制の強化に万

全を期するようぉ願いいたします。'

團
25消安第4271号

平成25年12月11日

農林水産省消費・安全局長
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1 牛、豚等の飼養農場における飼養衛生管理の確認及び指導の徹底について

家畜防疫員は、家畜伝染病予防法(昭和26年法律第166号。以下「家伝法」とい

う。)第51条に基づき、家畜(牛、'水牛、.鹿、めん羊、山羊、豚及びいのししをい

う。以下同じ。)'の大規模所有者(家畜伝染病予防法施行規則・(昭和'26年農林省令

第35号)第21条の2第8号に規定する大規模所有者をいう。以下同じ。)の農場及

び都道府県が必要と考える家畜の飼養農場(例えぱ、口蹄疫等発生地域からの外国

人労働者等を受け入れている農場など)に平成26年2月28日までに立ち入り、飼養

衛生管理基準の遵守状況を確認し、適切な指導をすること・(詳細は卿俳氏のとおりと

する。)。

2 防疫指針第2の2の(2)の①の立入検査の結果報告について

平成25年4月1日から平成26年3月31日ま.での間に行った防疫指針第2の2の

(2)の①の立入検査の結果にっいて、様式1により飼養衛生管理状況の確認結果

報告書を作成し、平成26年4月18日(金)までに農林水産省消費・安全局動物衛生
課(以下「動物衛生課」という。)担当者宛て(kokun訂_boek絶nm.moff.go.JP)に

電子メールにより提出すること俳&告の方法は、牙1俳氏の4から6までに準ずるもの

とする。)。

なお、上記1の立入検査をもって防疫指針第2の2の(2)の①の立入検査に代

えることができる。 ノ

3 畜産関係者の海外渡航の自粛等の指導の徹底にっいて

畜産関係者に対しては、口蹄疫等が発生している国ヘの渡航を可能な限り自粛す

るよう要請し、仮に渡航する場合には、以下の点に留意するよう指導するこど。

(1)渡航に当たゆての留意事項

①農場やと畜場などの畜産関連施設に立ち入らないこと。

②肉製品等を日本に持ち帰らないこと。

③'・帰国の際には、到着した空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家畜防

疫官の指導を受けること。

(2)帰国後の留意事項

①飼養衛生管理基準に基づき、帰国後一週間、必要がある場合を除き、衛生管

理区域(家畜伝染病予防法施行規則第21条の2第1号に規定する衛生管理区域

をいう。以下同じ。)に立ち入らないこと。

②海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まないごととし、やむを

得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒その他必要な措置を講ずること。
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4 口蹄疫等に関する研修会の開催等について

家畜の所有者及び畜産関連業者に加え、可能な限り、中国、ロシア等の口蹄疫等

発生国からの入国者が訪れる可育断生の高いホテル、ゴルフ場等の管理者等を対象に、

口蹄疫等に関する研修会(講習会その他これに類するものを含む。以下同じ。)を

開催し、口蹄疫等の防疫及び飼養衛生管理基準の遵守に係る意識の向上を図り、農

場、ホテル、ゴルフ場等における消毒を徹底するよう指導すること(この際、これ

まで農林水産省が発出した通知、飼養衛生管理基準のパンフレット、「口蹄疫に関

する防疫作業マニュアノレ」(平成23年10月1日付け23消安第3463号農林水産省消費

.安全局動物衛生課長通知)等を活用する。)。併せて、上記1の飼養衛生管理の

遵守状況の確認結果を踏まえた指導を行うほな、優良事例があれば、それについて

も紹介し、地域の飼養衛生管理に関する意識の向上を図る'こ七。さらに、特に外国

人労働者、海外研修生等を受け入れている農場に対しては、上記3の.内容を周知、

指導中ること。

なお、研修会の開催結果については、様式2により平成26年4月18日(金)まで

に動物衛生課担当者宛て(kokuMi_bo.ki@nm.maff.80'jp)に電子メーノレにより提

出する,こと。

5 早期通報の再徹底について

家畜の所有者や獣医師等に対して、家伝法第13条の2第1項に規定する症状の具

体的な内容にっいて周知徹底するとともに、当該症状を呈している家畜を発見した

ときは、遅滞なく、当該家畜又はその死体の所在地を管轄する家畜保健衛生所に届

け出るよう改めて指導を徹底すること。

6 的確な初動対応の徹底及び連携体制の再確認について

都道府県が家畜の所有者や獣医師等から上記5の届出を受けた場合には、遅滞な

く、防疫指針第3の規定に基づく対応を的確に行うよう徹底するごと。また、万が

ーの口.蹄疫の発生時に備え、防疫指針第2の2の.(9)の規定に基づく市町村、関

係機関及び関係団体との連携体制の整備状況について改めて確認すること。

なお、平成24年度に実施した口蹄疫に関する防疫演習の結果から明らかになった

とおり、防疫作業に係る人員(県職員以外の派遣者を含む。)及び資材の確保につ

いて、'事前に派遣元や調達先と具体的な調整を行っていないなど、実際に防疫作業

を行う場合に支障が生じかねないケースがみられたことから、市町村や関係団体等

と連携し、事前に調整を行うなど、いざという時には速やかに対応できる体制の整

備に努めること。

フ口蹄疫等に関する情報の共有について

農林水産省から提供された口蹄疫等1三関する種々の情報については、必要に応じ、
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広く関係者に周知すること。特に、生産現場における防疫対応等に有用と考えられ

るものとして動物衛生課が周知するよう指定した情報については、確実かつ迅速に

家畜の所有者、市町村、関係機関、関係団体等に周知すること。
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牛、豚等の飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況の確認及び報告

並びに指導の徹底について

1 目的

家畜(牛、フK牛、鹿、めん羊、山羊、豚及びいのししをいう。以下同じ。)の飼

養農場に論ける飼養衛生管理基準の遵守状況を確認し、報告するとともに、適初な

飼養管理を指導するととにより、口蹄疫等家畜の伝染性疾病の発生の予防に万全を

期すること。

2 立入検査の対象農場

立入検査にっいては、家畜の大規模所有者の農場及び都道府県が必要と考える家

畜の飼養農場を対象とすること。

また、とれまでの立入検査の結果、、飼養衛生管理に問題があった農場は優先的に

立入検査を行うとと。

なお、平成25年4月1日以降に既に飼養衛生管理基準の遵守状況の確認を行って

おり、そ.め結果、指導不要又は改善済みである場合には、当該確認の結果の報告を

もって、これに代えることができるものとし、可能な限り、未確認の農場を訪問し、

確認すること。

娚1俳勵

3 確認の方法

別添の飼養衛生管理基準チェックシートを活用し、家畜防疫員が各農場を訪問し

て飼養衛生管理基準の遵守状況を確認するとともに、指導の徹底を図ること。また、

1つの農場を複数名で確認した場合にはイ必ず家畜防疫員が最終的な確認を行うこ

と。なお、上記の指導を行った場合には、後日、その改善状況を確認すること。

4 報告の方法

様式1による飼養衛生管理状況の確認結果報告書(Exce1ファイノレ)を作成し、

農林水産省消費・安全局動物衛生課担当者宛て(kokun証_boeki@nm.maff.go.jp)

に電子メールにより提出すること。

報告の期限

平成26年4月18日

f

(金)
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6 その他

a)'上記4により提出された飼養衛生管理基準の遵守状況の確認結果報告書にっい

ては、動物衛生課に船いて都道府県別に取りまとめ、個々の農場が特定されない

ように配慮した上で、対象農場数、指導農場数(改善済及び改善指導中)、指導不

、要農場数及び各項目の遵守率にっいて、公表すること。

(2)指導及び助言に対する改善が認められない農場に対しては、家伝法第12条め5

の規定に基づく指導及び助言(既に同条の規定による指導及び助言を行っている

場合にば、家伝法第12条の6第1項の規定による勧告及び命令)等の実施を検討

すること。

、
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牛・水牛・鹿・めん羊'・

第上家畜防疫に関する最新情報の把握

自らが飼蓑する家畜が感染する伝染性疾病の発生の予防及ぴまん延防止に関する情報を
把握している。

卜一

第工.衛生管理区域φ設定
2 剥)衛生管理区域を設定している。

巨1補茎替謹逮鐵お曉弾券芬券岩'獣券1ここぞ'武る;
.昆.昆.区.'.昆.昆.昆.冒..昆、^昆.昆........ι..,.巨,冒昆.昆...昆......巨.^....昆.旦..昆.匡.昆..雫.....邑...冒.邑畢..昆盟.畢.冨昆....昆.冨昆.犀..匪...冨.....邑.....ι..邑...

第三;衛生管理区域ヘの病原体の持込みの防止

山羊・豚'・いのしし農場の衛生管理チエ
(平成25年度)'

31衛生管理区域の出入口に問を設置したり、陪陟卜者立入禁止」等の看板を設置して入場
者・車両の入場制限をしている。

4 銅)衛生管理区域の出入口付近に車両用の消毒薬を効果のある状態で常設している。
(2)入場車両の消毒を常時行っている。

..,.............,.,^.,....,.,雫.,..冒1.....、..^

5 剥)衛生管理区域及び畜舎の出入口付近に立ち入る者用の消毒薬を効果のある状態で常
設している。

(2)衛生管理区域及び畜舎に出入りする際に手指のj先浄又は消毒及ぴ靴の消毒を常時
行つている。

1'1;種1茎省謹医鐵辱甬あ表箙蓑書漸1巻護置じ;、著甬Cぞι1葛:、、て某丁、ーー、、ー、、"
1巨j"貫表前α;表箙様;"'脊茎轡謹度裁尊甫あ表箙讐送莞茎後覆朽五、そ験蓄二"マ某S'"

チエック項目
i

玉

".、

他の畜産関係施設等で使用レ、又は使用したおそれがある物品であって、飼養する家畜8

に直接接触するものを衛生管理区域に持ち込む場合には、洗浄又は消毒をしている。'

9 衛生管理区域に持ち込む衣服及.び靴の過去4月以内の海外での使用歴を確認し.、必要が
ある場合を除いて、持ち込ませないように.している。
:........"ー.叩

10 家畜に給与する食品循環資源を原材料とする飼料は、加熱その他の適如な処理が行われ
たものを利用している。(※)

口

ーエ、

ツク表

...^昆............巨.畢.昆.昆......匪.昆..冒.冒.畢.冒.゛..甲...

、

第四1野生動物等からの病原体の侵入防止'

」

Id!a琉合餌設備に野生動物の排池物の混入防止に必要な措置を講じている。
巨鐙司萪葆沓蕩所'だ聾茎動栃あ俳}笹転あ混父爵荏莅嫁婁篠摺置菱藷'δぞ詳葛;
イ巨飼養する宏畜に飲用に適した水を給与している。

13如)衛生管理区域の境界に野生動物の侵入を防止することができる柵等を設置してい
る。(※)
...^,...、...............................

②防鳥ネットの設置等によの畜舎に野生動物の侵入を防止する、ことができる措置を講
じている。(※)

...,冒,..盟置.置..,.,..旦.置..冒.犀........^.冒....盲冒邑..'冒司.司甲盟...,.,..豊..冒...冒.冒..尋..

(3)防烏ネットの設置等によの糞尿処理施設に野生動物の侵入を防止することができる
措置を講じている(※)

d

評価

/

口
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闘.........闘邑.風,...........畢昆昆

第五、衛生管理区域の衛生状態の確保

14調)畜舎及び器具の清掃又は消毒を定期的にしている。

(2)家畜の体液(牛・水牛・鹿・めん羊・山羊において、生乳を除く。)が付着する物
品を使用する際には、 1頭ごとに(豚・いのししにおいて、注躬針にあっては少な
くとも畜房ごとに)交換又は消毒をしている。

15 空に怨った畜舎(豚・いのレしに限る。)、畜房又はハッチ(牛・水牛・鹿・めん羊・
山羊に限る。)の清掃及ぴ消毒をしている。

16 家畜を適切な密度で飼養している。
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171a)未処理の糞尿を衛生管理区域外ヘ持ち出す場合には、持ち出す前後に運搬車両を消
毒している。(※)

巨テ建穂革茜iこ發尿おこ1護乳諾正桜替示コ・〕の菜飯諾正搭置呑藷じてい蓄;"で某う
第太寡畜φ健康観察と異吠か確認された場合の対処
18 飼蓑する家畜が特定症状を呈している場合の寂畜保健衛生所ヘの連絡体制を確保してい
る。

19飼養する家畜に異状が確認された場合には、速やかに獣医師の診療を受け、又は指導を
求めている。

毎日、飼養する家畜の健康観察を行っている。',,."",,,,.,,,.,.,,20

n"j"違天完お撲端莞茎扶涜護苛導叉'語お涯傑扶態署謠語荏じ"'象蓄巻導式こぞ前蓄;'ーーー"21

巨1導入畜が伝染性疾病にかかっていないことを確認するぎでの間、他の家畜と直接接
触させないようにレている。

巨芝'荏補支様移動お這前に家蓄お薩康扶愈君檐語己て込岩:
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チエック項目

1J

第七埋却等ゐ準備
23 埋却、焼却又は化製処理の準備ができている。

第八L感染ルー,ト頭の早期殆定φための記録の作成及び保管

第九.犬貌模所有者に関する追加措置
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(※)

注1

注2

注3

し、全従業員に周知徹底している。

i1

口のある項目は、家畜伝染病予防法第12条の4第1項の規定(定期の報告)による報告項目です。口に
は、必要に応じで家畜の所有者からの報告状況(チェックの有無ゞを記入して下さい。
評価欄には、 0 (適正に行われている)、 X (適正に行われていない)又はー"(業務体制上、行う必要が恋
い)のいずれかを記入して下さい。
※の項目(6a}及び10にあっては牛、水牛、鹿、めん羊又は山羊に限る。)は、飼養衛生管理基準に規定
されていないが、飼養衛生管理の上で肴効な、のであるため、末実施農場にっいては、必要に応じてその夫
施を指導して下1きい。ただし、この指導は様式1(*)の指注には当たりません。
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飼養衛生管理基準の遵守状況の確認結果報告書

肉用牛

大規樓農場

農場数
(①+②)

それ以外の農場

①;旨導(*)が
不要だった農場数

乳用牛
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r
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②指導(村を行った農場数
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うち、改善ま
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チェック表の項目以外で行った改讐指導の内害
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信己入仰D

農場数
(①十②)

肉用牛

大規模農場

①指導(*)が
不要だった農場数

それ以外の
農場

18

30

②指導(*)を行った農場数

3

うち、改善済

10

15

うち、改善指導中

8

20

チェック表の項目以外で行った改善指導の内容

12

7 0立て看板の設置(6)
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都道^

開催年月日

口蹄疫に関する研修会の開催.状況

※平成25年度の実績を記載して下さい。

参加者(機関・団体名等) 内容

(様式2.)

J


